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まちの話題

　

寒
さ
の
中
で
心
身
を
引
き
締
め
、
今
年

一
年
の
精
進
を
誓
う
、
少
林
寺
流
空
手
道

錬
守
会
館
（
音
田
守
館
長
）
に
よ
る
空
手

寒
げ
い
こ
が
、
1
月
27
日
、
日
野
町
農
業

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
と
日
野
川
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
郡
内
外
の
小
学
生
や
中
学
生

な
ど
を
中
心
に
多
く
の
会
員
が
参
加
。
子

ど
も
た
ち
は
、
空
手
の
形
の
演
武
、
足
蹴

り
で
の
板
割
り
な
ど
、
一
年
間
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
家
族
ら
の
声
援
を
背
に
勇
気

を
出
し
て
身
を
切
る
冷
た
さ
の
日
野
川

へ
。「
え
い
っ
、
え
い
っ
」
と
か
け
声
を

合
わ
せ
、
拳
を
突
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

拳
に
一
年
の
精
進
を
誓
っ
て

空
手
寒
げ
い
こ

地域の親ぼくやきずなを深める機会にも
　

一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
地
域
行
事
、

と
ん
ど
さ
ん
が
、
１
月
13
日
、
黒
坂
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
中
原
明
会

長
）
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
黒
坂
小
学
校
校
庭
に

は
、
黒
坂
地
区
な
ど
か
ら
多
く
の
人
が
正

月
飾
り
や
書
き
初
め
な
ど
を
持
っ
て
集
ま

り
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
、
校
庭
の
中
央
で
地
域
の
住

民
や
子
ど
も
に
よ
る
火
入
れ
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
燃
え
さ
か
る
炎
に
家
内
安
全
や

無
病
息
災
な
ど
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
ぜ
ん
ざ
い
と
甘
酒

が
振
る
舞
わ
れ
、
地
域
住
民
ら
は
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

火
を
囲
み
今
年
の
無
事
を
祈
る

黒
坂
・
菅
福
地
区
で
と
ん
ど
さ
ん

　

１
月
20
日
、
関
西
地

区
在
住
の
日
野
町
出
身

者
懇
談
会
、「
ひ
の
郷
会

(

小
谷
誠
代
表
世
話
人
）」

の
平
成
31
年
度
総
会
が
、

鳥
取
県
関
西
本
部
（
大

阪
市
）
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
前
年
度

事
業
報
告
や
収
支
決
算
、

今
年
度
の
事
業
計
画
・

収
支
予
算
な
ど
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
関

係
人
口
創
出
の
取
組
み

「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」
の

登
録
者
も
交
え
、
合
同

で
の
交
流
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

大
阪
で
の
交
流
会
は

初
の
試
み
。
ひ
の
郷
会

会
員
、
ふ
る
さ
と
住
民

票
登
録
者
の
ほ
か
、
﨏

田
町
長
は
じ
め
町
関
係

者
、
町
特
産
品
生
産
者

ら
計
24
人
が
賑
や
か
に

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
、
出
席

者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹

介
や
、
日
野
町
と
の
関

わ
り
や
思
い
出
な
ど
を

話
し
た
ほ
か
、
日
野
町

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
や
提
案

を
語
り
合
い
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

「
ひ
の
郷
会
」「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」

初
の
大
阪
交
流
会
が
実
現

「
ひ
の
郷
会
」
総
会
・「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」
冬
の
交
流
会
㏌
大
阪

「ひの郷会」総会では、昨年秋の町表彰も手渡される

ふるさとの方言も懐かしく

気合だーっ。意識を集中し拳を突き出す
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▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）

生田教育長と笑顔の山中さん（中央）と井谷さん
　

1
月
23
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
、
地
域
を
元
気
に
し
て
く
れ
た
日
野
高

校
の
生
徒
に
、
町
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
日

野
高
校
3
年
の
山
中
遥
世
さ
ん
、
井
谷
莉

奈
さ
ん
、
塩
田
凛
さ
ん
の
3
人
。
山
中
さ

ん
と
塩
田
さ
ん
は
、地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
が
、
井
谷
さ
ん
は
、
町
の
特

産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
や
情
報
発
信
が

そ
れ
ぞ
れ
た
た
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

井
谷
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
の
サ

ポ
ー
ト
の
お
か
げ
。
卒
業
し
て
も
何
か
し

ら
貢
献
で
き
た
ら
」
と
話
し
、
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
で
得
た
学
び
が
町
の
新
し
い
魅
力
に

日
野
高
生
に
町
か
ら
感
謝
状

人権擁護委員に山川洋介さん
　1月1日付で、山川洋介
さん（根雨）が、国から
人権擁護委員に委嘱され
ました。任期は3年です。
　山根美奈子さん（野
田）、山形知博さん（下菅）
とともに、3人の人権擁
護委員で、毎月の人権相
談や街頭広報など啓発活動に取り組んでいきます。
　なお、今回、杉原和江さん（安原）が退任され
ました。ありがとうございました。

日　時：毎月 1回、午後 1時～午後 3時
場　所：山村開発センター・小会議室
問合せ：町人権センター（電話 72-2107）

人権相談のご案内
町では、人権擁護委員による人権相談を毎月1回
行っています。いじめ、差別、虐待など、一人で
悩まず人権擁護委員にご相談ください。相談は無
料で、秘密は厳守します。

～行政相談も同時開催～

火
の
用
心
！
火
災
や
災
害
か
ら

皆
さ
ん
の
地
域
を
守
る
心
強
い
味
方

日
野
町
消
防
団
に
新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
が
配
備

冬
は
火
災
の
多
い
季
節
で
す
。
火
の
元
に
は
十
分
注
意
を

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
ま
た
、
暖
房
器
具

な
ど
の
火
器
を
扱
う
機
会
も
増
加
し
、
勘
違
い
や
切
り
忘
れ
な
ど
が
火
災
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
火
の
元
の
点
検
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
〉

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
器
具
を
使
う
前
に
は
必
ず
、
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
に
ス
ト
ー
ブ
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
洗
濯
物
は
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干
し
た
り
、
近
く
で
乾
か
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
ス
プ
レ
ー
缶
は
絶
対
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
部
屋
に
誰
も
い
な
い
時
は
、
ス
ト
ー
ブ
を
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
野
町
消
防
団（
廣
川
光
保
団
長
）で
は
、

消
防
ポ
ン
プ
車
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
型

車
両
「
ひ
の
４
」
を
購
入
。
1
月
20
日
か

ら
火
災
予
防
な
ど
の
警
戒
任
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

▲車両の両側面にある、オシ
ドリと「ひの」の文字がトレー
ドマーク▶20日には、団員
を対象に操作説明会を開催


